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鉄道総研ニュース

国際会議から 材料の摩耗に関する国際会議（WOM 2013）
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本国際会議は，材料の摩耗や摩擦，いわゆるトライボロジー
に関する会議です。第1回が1977年セントルイスで開催
され，それ以降，カナダ，アメリカ合衆国の都市で隔年開催
され，今回が19回目となります。今回の会議には，鉄道総
研からは摩擦材料の宮内と久保田が参加しました。
本会議では，エロージョン摩耗，ベアリング，摩擦材料，
しゅう動接点，転がり摩耗，バイオトライボロジー，金属
高分子シミュレーション，鋳鉄などのセッションがありま
した。著者は摩擦材料のセッションで鋳鉄複合制輪子につ
いて発表を行い，「（相手材である）車輪踏面の摩耗はどの
ように考えるか？」などの質疑応答がありました。久保田
（図1）はしゅう動接点のセッションでC/C複合材すり板
についての発表を行いました。

各日のはじめに基調講演があり，ケンブリッジ大学の
ハッチング教授など著名な先生方の講演を聴くことができ，
貴重な知見が得られました。
滞在中には，ボストンマラソンでテロ事件がありました

が，今回の開催都市のポートランドは治安も良く，市の中
心部にトラムが整備されるなど（図2），環境に優しい街づ
くりが印象的でした。

図1 久保田氏の発表の様子 図２ ポートランド市内のトラム
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